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PEPが生まれた背景
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◆電力・エネルギーインフラでのイノベーション時代の到来



PEPの狙い：人材育成・産学連携エコシステムの構築を目指して
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新価値創造に資する研究領域への展開と大学院教育改革の実現

産学連携
大学

異分野融合教育や

共同研究の推進

人
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事業化の難しさ
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共同研究における
企業の視点

共同研究を通じた
学生の学び

企業
企業活動の活発化



プログラムの全体像

府省・企業と交渉し、再生可能エネルギーの創製・利活用
システムを実装する

ゲームチェンジングなマテリアル革新とシステム融合革新
に必要な技術を統合的に組み上げる

電力・エネルギー新産業を創出できる人材輩出（脱炭素×分散エネルギー×デジタル）

海外での
実践的な研究教育◆共同研究力 ◆産業創出力 ◆国際連携力

13大学連携
インターユニバーシティ型卓越大学院プラットフォーム

早稲田、北海道、東北、福井、山梨、東京都立、横浜国立、名古屋、大阪、
広島、徳島、九州、琉球

❶モノづくりのプロフェッショナル
＜新エネルギーシステムイノベーター＞

❷コトづくりのプロフェッショナル
＜新エネルギー事業創出イノベーター＞

❸国際標準化のプロフェッショナル
＜グローバル・エネルギーイノベーター＞

◆深い専門力 ◆強い融合力 ◆広い俯瞰力

国公私立13大学による国際標準化教育

自立型電力・エネルギーシステム社会へと日本を変革
し、国際社会へ波及させ世界を牽引する

産学連携による
実践的な研究教育

解 決

①大学間連携 ②企業連合との組織連携 ③異分野融合教育 ④国際標準化の教育 ⑤外部資金による研究と教育

＜ 電力・エネルギー分野の博士人材育成において克服すべき５つの課題 ＞
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電力・エネルギーインフラ分野の新産業国際市場で活躍

共通学籍（早大）を付与
本属と早大2つの学生証を持ち、
双方のリソースを利用可能産業創出力

国際
連携力

専門力

融合力

共同
研究力

俯瞰力

PEPルーブリック
博士人材の強み・魅力を可視化

電力工学系
教育

マテリアル系
教育人社系

教育



PEPの挑戦と成果
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比類なき質と量の連携
-国公私立13大学・産学連携による国づくりへの挑戦-

電力エネルギー博士教育の抜本的改革

規模

教育

質保証

未来標準となる総合知教育
-未来社会デザインに資する異分野融合教育-

博士の価値を世に知らしめる
-13大学統一基準での博士学生の質保証-



PEPの挑戦①：国公私立13大学・産学連携による国づくりへの挑戦
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比類なき質と量の連携

地域限定

近隣大学
×

近隣企業

ALL JAPAN連携

全国13大学
×

全国エネルギー
インフラ企業

日本全体の電力・エネルギーインフラの変革を

可能とする教育研究プラットフォームを構築し、

人材育成・産学連携エコシステムを確立。

PEP

規模



東京都立大学

一流人材が集結したALL JAPANの教育研究体制

7中部電力四国電力

沖縄電力

北海道電力

東北電力

エネルギーインフラ企業等

国公私立13大学連携

東京電力

中国電力

九州電力

関西電力

北陸電力

他、70社
電力、ガス、電気・自動車・
住宅メーカー、通信会社等

電力中央研究所

ENEOS

産業技術総合研究所
福島再生可能エネルギー研究所

東京ガス

連携先機関

パワーアカデミー
（電気事業連合会）

博士学生＝若手研究者
産学共同研究と学生への研究対価を一体化

した教育制度として、

13大学統一基準でRA費支給

研究
×

教育

必修科目運営 学生指導・質保証

必修科目運営 学生指導・質保証

243件

PEP生参画
産学共同研究

※2018-2023年度



トップクラス海外機関との連携指導体制

◆共同研究ベースでの渡航、論文掲載のスキーム
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連携先機関
連携先機関以外
（名称は抜粋）

渡航
（1ヵ月以上28名）

共同研究 海外共同研究論文

29本

※2018-2023年度

国際共同研究

71件

連携先機関とPEP生渡航先機関

ミュンヘン工科大学

チュラロンコン大学
☛新産業創出セミナーを開催
☛経済分野の助手を雇用

☛ PEP生を派遣

シカゴ大学
清華大学
☛ PEP生を派遣 ケースウェスタンリザーブ大学

☛ PEP生を派遣
☛ Joint Appointment制度により教員受入

☛ PEP生を派遣

マサチューセッツ工科大学
☛ PEP生を派遣

アーカンソー大学
☛ PEP生を派遣

テネシー大学ﾉｯｸｽﾋﾞﾙ校

米国電力研究所（EPRI）

☛ PEP生を派遣

ワシントン大学
☛教員FD研修を共同開発
☛クロスアポイントメント制度による教員受入
☛文理融合連携について協議

トロント大学
☛ PEP生を派遣



PEPの挑戦②：未来社会デザインに資する異分野融合教育
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未来標準となる総合知教育

電力系とエネルギーマテリアル系を専門軸に

全国各大学の強みを集結させ、文理融合・

新産業創出教育を展開、

さらに唯一無二の電力国際標準化教育を
実施。

「ものづくり」「ことづくり」「国際標準化」3本の

柱で高度博士人材を輩出。

更には人社系博士を育成対象に含めた

早大の全学展開へ。

総合知
×

実践知

経済
社会

ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境

制度
エネルギー

高度博士人材
モノづくり、コトづくり、国際標準化の

プロフェッショナル

阪大

早大
名大

福井大広島大

九大琉球大

山梨大

都立大横国大

北大

東北大

徳島大

技術
×

国際標準

共同研究型
全国連携博士教育

研究×教育

教育



学位プログラムの全体像
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海外研究

機関実習

インターンシップ

ラボローテーション

ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ科目

AI・IoT基礎講義

人社系基礎講義
他

5単位以上

卓 越 必 修 科 目 (早大に設置）

事業造演習

電力・エネルギーマテリアル講義

パワーリソース・オプティマイズ(上級)

高度技術外部実習（上級）

高度技術外部実習（初級）

電力・エネルギーマテリアル現場演習

国際標準化技術

電力・エネルギーマテリアル講義
パワーリソース・オプティマイズ

(初級)

国際標準化技術

文理融合演習

エネルギーイノベーションの
社会科学

人社系講義

1単位

1単位

2単位

1単位

1単位

2単位 2単位

卓
越
専
門
選
択
科
目

④ 深い専門力エネルギー
理工学の ⑤ 強い融合力 ⑥ 広い俯瞰力

③ 国際連携力 海外研究所、海外大学による

② 共同研究力 電力会社、石油・化学会社、ガス会社、メーカー、研究所等による

① 産業創出力 新産業創出セミナー、研究活動への学生参画等による

電力・エネルギー科学技術の
専門家として基軸となる力

他分野協同やリソース連携に
よる新価値創造に必要な力

行政・社会・産業とのｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ、交渉、連携に必要な力

TD1
(M1)

TD2
(M2)

TD3
(D1)

TD4
(D2)

TD5
(D3)

卓越選抜試験(SE)

卓越認定審査(QE)

卓越認定審(FE1)
学位審査

卓越修了審(FE2)

社会人TD3(QE)

受験資格

◎卓越科目30単位以上
(うち、必修科目3単位以上)

学術論文1報
(投稿中含む)

◎実務経験も
含めTD2/TD3
のQE+1年の能
力審査

◎FE1の合格

◎卓越科目45単位以上履修

・必修科目10単位
・専門選択科目15単位以上
・俯瞰選択科目 5単位以上

国際学会における連携
機関（原則）との共著
論文1報以上掲載

プログラム修了時(学位取得時)に育成される6つの課題解決能力

研
究
指
導

15単位以上

卓越俯瞰
選択科目

修了資格



【卓越必修科目】 エネルギー新産業創出のための教育コンセプト
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3段階での
文理融合・
新産業創出

教育

エネルギー新産業
創出の基盤となる
専門性・実践性の

養成



【卓越必修科目】 エネルギー新産業創出の基盤となる専門性・実践性の養成

ENEOS

専門知・技術

研
究
展
開
・
実
装

電力・マテ
融合講義（初級）
（パワーリソースオプティマイズ

講義：初級）

電力・マテ
融合講義（上級）
（パワーリソースオプティマイズ

講義：上級）

国際標準化
講義・演習（初級）

（パワーリソースオプティマイズ
講義：初級）

国際標準化
講義・演習（上級）

（パワーリソースオプティマイズ
講義：上級）

高度技術
外部実習
（上級）

高度技術
外部実習
（初級）

電力・
エネルギーマテリアル

現場演習

産業界・研究機関と共同企画・
運営する産学連携科目

13大学の教員とENEOS社員が講師に

世界初：電力・エネルギー国際標準化教育
＜1大学のみの教育では実現不可能＞
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ENEOS

電力中央研究所

産総研FREA

パワーアカデミー

早大 国際標準化教育センター



【卓越必修科目】 国際標準化教育

あらゆるモノがつながる超スマート社会
（Society5.0）

デマンドレスポンスの標準化技術を
産・学・官で社会実装した実績（国内唯一）

講義(概念)

基礎演習(理論)

実装演習(実装)

各学生が、自身の専門・研究
テーマに落とし込み、研究を展開

電力デマンドレスポンス国際標準化教育

早大 新宿実証センターで実施

EMS
（実機）

需要家機器
（実機）

国際標準規格の重要性、国内通信アーキテクチャ、DR
分類、通信仕様

DRのオフラインシミュレーション演習（DRプログラム、需
要家の構成要素、EMS制御、アグリゲータ制御）

DRの実機演習（オフラインシミュ
レーションの実機展開、需要家機
器の単体動作確認、制御の動
作確認、計測・妥当性検証）

東京電力
関西電力
中部電力

VPP
アグリゲーション
コーディネータ

VPP
アグリゲーション

コーディネータ

VPP
アグリゲーション
コーディネータ

ネガワット
制御指令

再エネ出力
制御指令

ネガワット
制御指令

一般需要家への
デマンドレスポンス信号

教
育
に
展
開

マテリアル系
電力工学系

人社系
エネルギー

イノベーション

国際標準化規格を採用した
DR/VPPのネガワット取引の

技術スキーム構築

日本初96万kW (約36億
円)ネガワット取引の落札へ

(2017) オフラインシミュレーション

実機に展開

標準を踏まえ、
技術で勝る

技術で勝って、
標準で負ける
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唯一無二
の

国際標準化
教育

標準化により異なるメーカー製品等の
相互接続が可能に

▶オープン／クローズド戦略（国際標準化戦略）
▶データモデル
▶通信プロトコル

早大 国際標準化教育センター



【卓越必修科目】 国際標準化教育の様子
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＠早大 国際標準化教育センター



最先端の国際標準化動向を常にPEP教育で提供
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電力システムの運用に関する国際標準化組織
【IEC TC 8 SC 8C】 電力システム関係初代議長に就任
（2020年8月） 25カ国が参加

国際標準化教育担当

IEC国内対応委員・エキスパートに就任
PEP教員（北海道大、広島大、福井大、産総研FREA）

電力国際標準化の最新動向をPEP教育に還元

本学プログラム担当者
石井英雄

電力国際標準化を日本を代表してPEP教員らが牽引



PEPの国際標準化教育が発展途上国の官僚に波及・貢献
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PEPの国際標準化教育を
発展途上国の官僚・電力技術者に提供

2021年から4年間で19ヶ国45名が参加

インドネシア、カンボジア、スリランカ、タイ、
バングラデシュ、ベトナム、マレーシア、
ミャンマー、モンゴル、ヨルダン

エジプト、ケニア、チュニジア、ナイジェリア、
モロッコ

サモア
フィジー

メキシコ

トルコ

JICAを通じた国際的な教育貢献

国際標準化
教育

アジア

@早大 国際標準化教育センター

ｱﾌﾘｶ

ｵｾｱﾆｱ
北アメリカ

ヨーロッパ



【卓越必修科目】 異分野融合教育

◆電力系とマテリアル系講義により構成

◆13大学の教員とENEOS社員が講師

☛ 全講義で「理解度確認テスト」を実施し、厳正に成績評価 ※2023年度実績

電力 マテリアル 電力 マテリアル 電力 マテリアル 電力 マテリアル

1

限

阪大：舟木
電力・エネルギー

変換工学Ⅰ

都立大:

瀬高
有機エネルギー

材料化学

九大：末廣
電力・エネルギー    機

器・材料Ⅱ

ENEOS：相田
石油ノーブルユース

2

限
広大：造賀

運用・制御Ⅰ

横国大：

光島
電極反応

プロセス化学

琉球大：千住
運用・制御Ⅱ

早大(ENEOS)：

福永
エネルギー環境化学

3

限

名大：早川
電力・エネルギー

機器・材料Ⅰ

山梨大：

犬飼
電極表界面解析

徳島大：北條
電力・エネルギー   変

換工学Ⅱ

東都大:川上
膜分離プロセス

4

限

福井大：

重信
定常解析Ⅰ

早大：野田
無機エネルギー

材料化学

東北大：斎藤
定常解析Ⅱ

横国大：光島
水素生成・貯蔵

5

限

横国大：

辻
過渡解析Ⅰ

早大：関根
触媒反応プロセス

化学

横国大：辻
過渡解析Ⅱ

山梨大：宮武
燃料電池

早大：石井
需要・デマンドレスポンスⅡ

早大：小柳津
蓄電池・キャパシタ

山梨大：入江
半導体と光電気変換

北大：北
予測・計画Ⅰ

1日目 2日目

初級 上級

早大：石井
需要・デマンドレスポンスⅠ

早大：本間
マイクロナノ構造形成プロセス

1日目 2日目

山梨大：入江
太陽電池

北大：原
予測・計画Ⅱ

121 121

121

26

121

121

121

121

121

121

121

121

17

13大学
最先端知

結集

‐パワーリソースオプティマイズ講義‐



【卓越必修科目】 パワーリソースオプティマイズ講義を行う教員たち

初級・上級の教科書
各276ページ

早稲田大学
本間 敬之 教授

他5名
（関根、野田、小柳津、福永、石井）

北海道大学
北 裕幸 教授

東北大学
斎藤 浩海 教授

福井大学
重信 颯人 講師

山梨大学
宮武 健治 教授

他2名（入江、犬飼）

東京都立大学
川上 浩良 教授
他1名（瀬高）

横浜国立大学
光島 重徳 教授

横浜国立大学
辻 隆男 教授

大阪大学
舟木 剛 教授

名古屋大学
早川 直樹 教授

広島大学
造賀 芳文 教授

徳島大学
北條 昌秀 教授

九州大学
末廣 純也 教授

琉球大学
千住 智信 教授 18



電力クラス

【卓越必修科目】 産学連携教育
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高度技術外部実習 初級・上級

電力
エネルギーマテリアル

現場演習

エネルギーマテリアルクラス

産業技術総合研究所

電力中央研究所

ENEOS

電力中央研究所

連携大学
【持ち回りで受入】

パワーアカデミー
過去の実績

2018 早稲田大学

2019 早稲田大学

2020 横浜国立大学

2021 名古屋大学

2022 山梨大

2023 北海道大

講
義

実
習

国際スマートグリッド研究施設ネッ
トワーク、国際標準化
（IEC61850・IEC62876）

系列型インバータ試験設備見学、
インバータ実験、配電系統への再
エネ分散電源導入シミュレーション

講
義

実
習

パワーグリッド・電気化学基礎・
川崎製油所主装置説明、次世代
技術紹介

再生可能エネルギー・Python水
電解シミュレーション、製油所見学、
水素テラス見学

講
義

実
習

絶縁体設計、電気環境、送電線
機器絶縁診断、送電ケーブル絶縁
診断

高電圧・大電流試験設備見学、
GIS部分放電診断および変圧巻
線FRA実習

講
義

実
習

実効値解析の概要、発電機と励
磁系モデリング、瞬時値解析送電
線モデリング

電力系統シミュレータ演習、CPAT
プログラム演習、XTAPプログラム
演習

インフラ
TOP企業

と教育



【卓越必修科目】 高度技術外部実習／電力エネルギーマテリアル現場演習

20

産業技術総合研究所
FREA

電力中央研究所

電力エネルギーマテリアル
現場演習＠北海道

ENEOS



【ニュースレター最新号】 ENEOS 高度技術外部実習の紹介

21

年2回発行
年2～3回発行



【卓越必修科目】 文理融合・新産業創出教育

演習(夏季集中)
必修科目「事業創造演習」
☛技術志向に留まらず、市場志向の
視点を獲得し、経営人材に必要な
能力を育成
☛市場ニーズと技術シーズを融合する
事業創造の理論と手法を理解し、
実践する
☛連携大学院生とのチーム実習を通じて
多様性のある組織マネジメントを学ぶ

オンデマンド講義
必修科目「エネルギー・
イノベーションの社会科学」
☛エネルギー制度・経済・社会に
関する基礎知識を学ぶ

実践
ビジネスアイディアコンテスト審査
☛演習で学んだ知見・視点を活かし

PEP生が「評価者」側の立場で実践

☛全国の多様な学生のアイデアを見ることで
新たな気づき・視点を得る

EMIRA：東電HD㈱、
㈱KADOKAWAなどが
共同製作・配信する
メディア

「事業創造演習」を受講したPEP生は
講義・演習で学んだ知見を活かして

書類審査員としてビジコンに全員参加！

145件応募 160件応募

182件応募168件応募

142件応募

産業創出
への

英知結集

文部科学省後援



【卓越必修科目】 文理融合・新産業創出教育の様子

ビジネスアイデア創出の熱い議論 事業創造演習における学生スライド

【実践】 文部科学省後援 EMIRAビジネスアイディアコンテストの様子

23

AIDA modelProduct concept

Strategy Canvas Buyer experience

【参加大学】 東京大学/ 一橋大学/ 東京工業大学/大阪大学/東北大学/北海道大学/ 琉球大学 /東京都立大学
/ 早稲田大学/ 東京理科大学/ 金沢工業大学/ 同志社大学/ 近畿大学 他、10大学

全5回開催で

23大学から参加



PEPの挑戦③：13大学統一基準での博士学生の質保証

24

PEP博士の価値を世に知らしめる質保証

成長の
見える化

育成価値の
社会浸透



博士学生の質保証と成長の可視化：PEPルーブリックの開発

5年一貫制博士教育の13大学共通の

定量的質保証システムを構築

25

TD0 TD2 TD5

産業創出力

国際
連携力

専門力

融合力

共同
研究力

俯瞰力

26個の能力
(評価項目)に細分化

学生・教員・運営による
連携利用

育成する

6つの力

PEPルーブリック
各PEP生の5年間の能力伸長を可視化

フィード
バック

フィード
バック

複数教員
審査での
クロス評価

審査参考
資料として提出

科目の狙いを伝える
（シラバスに記載）

学生
自己評価
(年1回) 運営

科目の教育
効果測定

ルーブリック
開発・活用

‐コンセプトは見えない力の可視化‐



TD1 TD2 TD3 TD4 TD5

複数教員による総合的な指導･支援体制とPEPルーブリックの活用

26

SE QE FE

毎年、ルーブリックで6つの力を自己評価

連携大学等学生所属大学
異分野教員

*任意

人文社会
科学系教員

複数指導体制

主指導教員 副指導指導教員 コンサルティング教員

異分野
企業からも
多角的に
指導/審査

実務家教員
（企業等）

ルーブリック評価
教員から
フィードバック

産業創出力

国際
連携力

専門力

融合力

共同
研究力

俯瞰力

指導指導

R
提出 提出

R R

RRRRR



PEPルーブリックの国際的評価・産業界からの評価

27

国際的な高い評価 経団連からの高い評価

Towards a Global Core Value 
System in Doctoral 
Education(UCL Press, 2022)

書籍

▶複数指導教員体制と学生の成長とそのルーブリックに
よる可視化が効果的に行われていることを高く評価

▶他国の事例紹介に先駆け、日本の取り組みを代表し
早大PEPを紹介

採用と大学教育の未来に関する

産学協議会「産学連携推進分科会」で
PEPを紹介

▶委員から高い評価を受け、PEPルーブリックに
関するより詳細な説明を再度、依頼される



育成価値の社会浸透：国公私立13大学の総長・学長連名の修了証を授与

28

国公私立
13大学

での
育成価値



国公私立13大学のPEP生を対象としたキャリアパス支援

◆産・官・学連携プラットフォーム「早稲田大学スマート社会技術融合研究機構
（ACROSS）」との連携

アズビル、アドソル日産、SSEパシフィコ、NEC、大崎電気興業、沖電気工業、オムロン、京セラ、
サニックス、SWCC、CTC、住友電工、損保ジャパン、ダイキン、ダイヘン、タカハタプレシジョン、宝HD、
TDK、デンソー、東光高岳、東芝、東芝キャリア、東テク、パナソニック、日立製作所、富士通、
三菱電機、明電舎、横川電機、日本ガイシ

日産自動車、本田技研研究所、三菱自動車

卓越大学院 PEP博士学生

キャリア
デザイン
支援

知
識
提
供

自
己
Ｐ
Ｒ
・
交
流

ACROSS
連携企業

62社

ACROSS主催の
会員企業向け
ハイレベルセミナーを
PEP生に公開
「電気自動車シフトは本物か？
（講師：東京電力HD 経営
技術戦略研究所所長
姉川尚史氏）」 他

PEP博士課程4年の学生が62企業向け
プレゼン・ポスターセッションを実施

電機・IT 他

自動車

電力
東京電力
中部電力
九州電力
北海道電力
四国電力

関西電力
東北電力
中国電力
北陸電力
電源開発

ガス

東京ガス
大阪ガス

石油

ENEOS

通信

NTT
KDDI

鉄道

JR東日本
JR西日本

建設

大林組
大成建設
清水建設
日建設計

住宅

旭化成H
住友林業
積水化学

UR都市機構

不動産
商社

三井不動産
三菱商事
ヒューリック
豊田通商

29



PEPの価値を発信：Youtube デジタルコンテンツの制作と配信

30

PEP博士学生の価値の社会浸透を図る試み

制作動画 総数49本 再生数66万回早稲田 PEP youtube検索



◆トップレベル企業・研究機関への就職率:約5割

ENEOS、
本田技術研究所
スズキ、
住友電気工業、
三菱マテリアル、
三井物産、
東芝エネルギーシステムズ、
Institutional 
Shareholder Services、
ほか

プログラム修了生の進路（1-3期生）

＊2023年10月時点

大学
15名

（海外5名、国内10名）

企業
16名

電力中央研究所、
物質・材料研究機構、ほか

研究
機関
４名

他
4名

【社会人修了生4名所属先】

ENEOS株式会社 1名
東京ガス 1名
中部電力株式会社 1名
東光高岳 1名

31

兵役、育休、母国で就活など

産業界・研究機関・大学の立場で、修了後はPEPの育成側として続々と参画

PEP進入者

147人
連携大学90人
早大57人



PEPが６年間で生み出してきたもの

32

243件

PEP生参画
産学共同研究

※2018-2023年度

唯一無二の

国際標準化
教育

ルーブリック
開発・活用

インフラ
TOP企業と

共育

育成価値の
社会浸透

国公私立13大学連携の人材育成プラットフォームによる
PEP博士人材育成と価値の創造

PEP進入者

147人
連携大学90人
早大57人

※2018-2023年度

国際共同研究

71件

産業創出
への

英知結集

13大学
先端知
結集
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発展、そして自走化へ



PEPの2050年度までの展開

34

◆早稲田大学はPEPをCN人材育成の柱として位置付け、2050年までの展
開を描いている

＜2021年10月29日、理事会承認 ＞

Waseda Carbon Net Zero Challenge2030s
ロードマップ

カーボンニュートラル社会研究教育センター
:WCANS（2022年設置）

➡全学のCN推進を先導するセンターを新設
（所長：林泰弘）



研究費

他

博士学生

研究室A

人材育成・産学連携エコシステム

博士学生

三菱電機 あ

三菱電機 執行役
社長 漆間 啓

早稲田大学
総長 田中 愛治

東電HD 代表執行役
社長 小早川智明

東京電力ホールディングス

早稲田大学
総長 田中 愛治

研究費研究費研究費

カーボンニュートラル
社会分野の協定

博士学生

研究室B

人材育成・産学連携エコシステム

博士学生 博士学生

研究室Ｘ

人材育成・産学連携エコシステム

博士学生博士学生

研究室C

人材育成・産学連携エコシステム

博士学生

総長直下「カーボンニュートラル社会研究教育センター」による配分

研究対価としての配分

トップマネジメントによる「組織」対「組織」の研究連携の全学展開と規模の拡大



PEPの全学教育展開：文理融合型 修士・博士人材育成

36

数物
科学

ICT
ロボット

ライフ
公共
政策

人文
学際

経済
経営

国際
関係

人文社会科学系も、自然科学系も。カーボンニュートラルを基軸とした9つのコース

資源
環境

ナノ
エネ

PEPの人材育成の仕組みをベースに応用・発展させた大学院改革

事業創造演習
インターンシップを必修

実践的研究教育

主専攻によるコース選
択の制限をしない

異分野融合教育

人文・社会・自然科学
をバランスよく履修

文理融合教育

各審査の実施
SE、QE、FE

質保証

大学院カーボンニュートラル（CN）副専攻

文理の枠を越えた修士・博士育成プログラム

文系・理系の枠を超えた総合知を備え、産業界で活躍できる修士・博士人材を育成

政治/経済/法/商/文/教育/理工/環エネ/情報生産/社会科学/人間科学/スポーツ科学/国際/アジア太/日本語教育



PEP若手アカデミア人材育成（コンソーシアム形式の横連携型共同研究）

37

PEP連携大学も参画、PEP修了生の
アカデミックキャリアパスにも活用

PEPの枠組みを契機に、早稲田大学スマート社会技術融合研究機構(ACROSS)が

「カーボンニュートラル社会実現のためのエネルギーモデル創出」に関し協定締結

日本の電力インフラの中核を担う全社が
参画（すべてPEP連携先）

福井大学

広島大学

東京工業大学

中部大学

早稲田大学

個別共同研究契約
（5大学＋12社、単年度更新）

◆若手アカデミア人材育成
◆共同研究の推進

協定締結
（早大＋12社、5年間）

など

企業との研究協定にて共同研究を促進する仕組み



あ あ あ あ
あ

あ

【教育成果】 デジタルリソースの導入による、時間・空間に制限されない連携教育の実現

【研究成果】 産学連携による、電力・エネルギー分野の共通カリキュラム構築と共同研究推進

【13国公私大の挑戦】 学生による切磋琢磨、教員による分野補完、事務組織の一元化

「
地
域
」
で
の
分
断
か
ら
「
分
野
」
に
よ
る
繋
が
り
へ

1大学ではできない、分野連携補完型の博士育成プログラムの継続

国公私立13大学による電力・エネルギー分野の連携補完

新価値創造に資する研究領域への展開と大学院教育改革の実現

人材
輩出

分野・文理・
機関の

連携確立

イノベーション
エコシステム

の確立

東京都立大学 38
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